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高知県地域公共交通活性化協議会

中央ブロック会

※複数市町村をまたぐ路線が対象

路面電車あり方検討会（新設）

将来の公共交通の姿に関する関係者ワーキンググループ
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【検討内容】
　・路面電車の将来的な設備投資にかかるコス　
　 トや社会便益等の調査
  ・上記を踏まえた路面電車の長期的な姿の検討　
 （・路面電車と路線バスの並走解消）

【検討内容】
　路線バスの中期的な姿の検討

　　・幹線・支線の整理　　　・並走解消

高知市地域公共交通会議

リ・デザイン分科会

※高知市完結路線が対象

路線バス
※一体的に路線バスのあり方を検討

路面電車

○路面電車、路線バスのあり方及びとさでん交通への支援策について、事務レベルで一体的に検討
　　 【メンバー】　県、高知市、南国市、土佐市、いの町、とさでん交通

連携

検討内容を共有

随時、検討
状況を共有

○　以下の体制により、路線バスと路面電車のあり方を検討し、中央地域の公共交通の将来像の具体化を図る

電車 路線バス とさでん交通への支援策

・設備投資にかかるコストや社会便益等の調査
・路面電車の長期的な姿の検討

路線バスの中期的な姿の検討
　・幹線・支線の整理
　・並走解消

・ストック支援
・公共交通への公的支援強化に向けた検討

検討内容を共有

路面電車あり方検討会について ①



路面電車あり方検討会について ②

　1 　目的
　　　将来にわたって持続可能な県中央地域の公共交通ネットワークを構築するため、10年後を見据えた
　　　路面電車のあり方を検討する

　2 　主な検討事項
　　〇将来の大規模な設備投資や維持管理費用、費用便益、クロスセクター効果等の調査事業を通じて、
　　　 現状把握及び将来予測を行う
　　○収支均衡に向けた改善施策、新たな利用者の取り込み、運賃体系のあり方など、事業者の経営安定化策
　　　 の検討
　　○路面電車と他の公共交通モードとの効果的な組み合わせにより、利便性や持続可能性の高い公共交通
　　　 ネットワークを構築する
　　　　
　３　当面の目標設定
　　＜Ｒ７年度＞　
　　　 ①現状把握及び将来予測（調査事業）
　　　　　　・ 路面電車の将来に関する調査
　　　　　　・ 路面電車と他の公共交通モードの連携に関する調査
　　　 ②改善施策の検討
　　　　　  ・ 調査事業を通じた改善施策の検討、路面電車と他の公共交通モードとの連携 など
　　　 ③中間取りまとめ
    ＜Ｒ８年度＞
　　　 ①路面電車の長期的な姿の策定
　　　 ②地域公共交通計画（中央エリア）への反映
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実証運行・検証
　並走区間解消案の検討

・地域公共
交通の計
画等協議

・令和8年
再編

・2027地域
公共交通
計画の骨子、
具体策

・令和9年再
編に向けた
現状整理

・2027地域
公共交通計
画の具体
策・計画書

・令和9年再
編に向けた
課題分析

・2027地域
公共交通計
画の計画書

第8回
3月下旬

第7回
12月下旬

路面電車、路線バスのあり方及びとさでん交通への支援策について、事務レベルで適宜開催

5年後の姿を踏まえ路線再編を実施

5月
リ・デザイン
分科会

8月
リ・デザイン
分科会

11月
リ・デザイン
分科会

プランの実行
・交通体系見直し
・設備投資
・運行形態見直し
・ダイヤの見直し
・利用促進の見直し
・補助制度の検討　等

・地域公共
交通の計画
等協議
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路線バスのあり方や改善施策を踏まえ、
路面電車の10年後のあり方を検討

・検討会設置
・調査分析の委

託内容決定

・調査分析の
 進捗確認
・中間報告①

・調査分析の
報告

・中間報告②
・調査分析の

最終報告
・路面電車

あり方協議
・路面電車

あり方協議

第1回
6月5日開催

第2回
９月上旬

第3回
10月下旬

第6回
９月下旬

第5回
6月上旬

第4回
２月上旬

委託事業者決定　
調査・分析開始
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・令和8年再編
に向けた現状
整理

・2027地域公
共交通計画
策定に向けた
現状整理

・令和8年再編
に向けた課題
分析

・2027地域公
共交通計画
の方向性

8月
リ・デザイン
分科会

11月
リ・デザイン
分科会

・令和8年再編
骨子

・2027年地域
公共交通計
画の骨子
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地域公共
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　実証運行の準備

5年後の路線の姿の検討

将来の公共交通の姿に向けた実施スケジュール（案）【Ｒ７年度～Ｒ９年度以降】

【調査・分析内容】　
［電車］
　・費用便益分析
　・クロスセクター分析
　・設備投資コストの積算
  ・アンケート調査
　・先進事例の調査

［並走解消］
・利用実態調査
・乗り換えの利便性分析
・路線の評価
・運行効率の比較


